
大

阪

府

「
長
距
離
便
増
発
」
が
実
現
1

大
阪
国
際
空
港
(
通
称
H
伊
丹
空
港
)

の
歴
史
は
古
い
。
開
港
は
戦
前
に
ま
で
遡
つ

た

一
九
三
九
年
。
戦
時
中
は
軍
用
飛
行
場

と
し
て
使
用
さ
れ
、
敗
戦
後
は
G
H
Q
(連

合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
)
が
接
収

し
た
。
そ
の
際
、
「
伊
丹
エ
ア
ベ

l
ス
」
と

名
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
、

「伊
丹
空
港
」
の

通
称
が
定
着
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
通

称
か
ら
、
伊
丹
空
港
の
所
在
地
は
兵
庫
県

伊
丹
市
だ
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
に

は
空
港
の
敷
地
は
伊
丹
市
と
、
大
阪
府
豊

中
市
、
池
田
市
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
ピ
ル
が
豊
中
市
内
に
あ
る
こ
と
か

ら
所
在
地
は
「
大
阪
府
豊
中
市」

な
の
だ
。

G
H
Qに
よ
る
接
収
解
除
後
、
五
八
年

に
大
阪
空
港
と
し
て
再
開
港
。
翌
年
に
は

国
際
路
線
が
開
設
さ
れ
、
大
阪
国
際
空
港

と
改
称
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
七
O
年
に
は

大
阪
万
博
の
開
催
等
も
あ
り
同
空
港
は
国

際
空
港
と
し
て
の
最
盛
期
を
迎
え
、
八

O

年
代
に
は
年
間
乗
降
客
数
が
二
千
万
人
を

のも
石あ
川つ
博2た
崇与の
容で
良す:

昔私
I. ~ は

議士
絡 λ
を京
取晶
り売

太
田
前
大
臣
に
面
会
す
る
機
会
を
つ
く
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
面
会
の
場
に
は
太
田

前
大
臣
だ
け
で
な
く
、
国
交
省
の
担
当
課

長
も
勢
揃
い
し
て
い
ま
し
た
。
太
田
前
大

臣
は
伊
丹
空
港
の
重
要
性
を
よ
く
理
解
し

て
お
り
、
長
距
離
便
増
発
に
つ
い
て
も
、

そ
の
場
で
担
当
者
に
働
き
か
け
を
し
て
く

れ
ま
し
た
」

「
空
港
」
か
ら
広
が
る
街
"
つ
く
り

い
ま
、
伊
丹
空
港
を
め
ぐ
っ
て
は
、
関

空
と
と
も
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
(
運
営
権

売
却
)
の
手
続
き
が
進
ん
で
お
り
、

年
三
月
末
に
は
二
空
港
の
運
営
権
が
民
間

企
業
連
合
に
移
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
コ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
に
は
兵
庫
県
の
神

戸
空
港
が
加
わ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
お

り
、
も
し
実
現
す
れ
ば
関
西
三
空
港
の

体
的
な
運
用
が
可
能
と
な
る
。
そ
う
な
れ

ば
、
関
西
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
豊
中
市
の
浅

利
市
長
は
い
う
。

「豊
中
市
で
は
今
日
ま
で
、
空
港
を
生
か

し
た
街
み
つ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
伊

.
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丹
空
港
の
存
在
は
、
税
収
面
で
も
地
域
活

性
の
面
で
も
、
市
に
と
っ
て
大
き
な
存
在

で
す
。
廃
止
論
は
遺
憾
で
し
た
が
、
住
民

一ムハ

の
皆
様
と
一
丸
と
な
り
、
市
の
将
来
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。
空
港

が
あ
る
こ
と
で
、
地
元
地
域
の
み
な
ら
ず
、

路
線
で
結
ぼ
れ
て
い
る
他
地
域
と
の
交
流

促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
長
距
離

使
が
増
発
さ
れ
た
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
地

域
間
の
交
流
は
活
発
に
な
る
は
ず
で
す
。

い
ま
は
、
空
港
周
辺
の
空
き
地
を
活
用
し
、

流
通
関
連
の
倉
庫
や
工
場
の
誘
致
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
港
の
運
営
権

が
民
間
企
業
に
移
れ
ば
、
ホ
テ
ル
や
シ
ヨ
ツ

ピ
ン
グ
施
設
等
、
周
辺
の
開
発
が
期
待
で ぽ

?

一一

rJE

大阪府豊中市の浅利市長

「特色Jを生かして地域を活性化!
関西の中心・大阪府では、地域の空港を生かした街づくりや、

全国でも例がない府独自の取り組み等が、積極的に展開されている。

いずれの事例も、公明党のネットワーク力、政策力があってこそ実現したとpえる

き
る
で
し
ょ
う
。
市
民
に
と
っ
て
最
も
不

幸
な
こ
と
は
、
行
政
が
何
も
決
め
て
く
れ

な
い
こ
と
で
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
議
員
の
方
達

と
も
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と

す 答
を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

豊
中
市
は
伊
丹
空
港
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
大
阪
市
の
梅
田
駅
ま
で
鉄
道
で
十
五

分
ほ
ど
と
、
交
通
の
便
が
非
常
に
い
い
。

ま
た
、
教
育
や
文
化
政
策
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
毎
年
九
月
末
か
ら
十

一
月
い
つ

ぱ
い
ま
で
を
「
と
よ
な
か
音
楽
月
間
」
と

銘
打
ち
、
市
内
各
地
で
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を

い
ま
人
気
な
の
だ
と
い
う
。

開
催
し
て
い
る
。
住
み
や
す
い
街
と
し
て
、

「市
内
を
走
る
北
大
阪
急
行
線
(
地
下
鉄

御
堂
筋
線
)
の
延
伸
計
画
等
も
あ
り
、
伊

丹
空
港
と
あ
わ
せ
て
、
豊
中
市
は
さ
ら
に

盛
り
上
が
り
ま
す
。
豊
中
市
議
会
に
お
い

て
、
公
明
党
は
最
大
多
数
の
第

一
党
。
そ

で
い
ま
す
」
(
中
島
市
議
)

の
責
任
を
感
じ
な
が
ら
、
日
々
取
り
組
ん

一
つ
の
声
か
ら
事
業
を
改
善

一
三
年
二
月
、
公
明
党
の
石
川
参
院
議

突
破
。
九
四
年
の
関
西
国
際
空
港
(
関
空
)

の
開
港
に
伴
い
国
際
線
定
期
便
は
廃
止
さ

れ
た
が
、
現
在
の
年
間
乗
降
客
数
は
約

千
四
百
五
十
万
人
(
二

O
一
四
年
)
と
、

こ
れ
は
国
際
線
も
含
め
た
全
国
の
空
港
の

中
で
も
第
七
位
の
数
だ
。

そ
の
伊
丹
空
港
で
は
一
五
年
か
ら
、
北

海
道

・
新
千
歳
空
港
、
沖
縄

・
那
覇
空
港

を
結
ぶ
囲
内
長
距
離
便
が
増
発
さ
れ
た
。

新
千
歳
と
那
覇
、
合
わ
せ
て

一
日
五
往
復

未
満
と
定
め
ら
れ
て
い
た
便
数
が
、

日

十
七
往
復
に
ま
で
規
制
が
藤
和
さ
れ
た
の

だ
。
か
ね
て
よ
り
地
元
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
長
距
離
便
増
発
だ
が
、
実
現
の
裏
に
は
、

中公
島明
紳k党
?記 議

常良
市民
受毛
4ιミヲl'‘

費全
量え
そ同

= 5ι 
σ〉

「
一
二
年
十
二
月
、
太
田
昭
宏
衆
院
議
員

あ
さ

り

が
国
土
交
通
大
臣
に
就
任
し
た
折
、
浅
利

敬
一
郎
豊
中
市
長
か
ら
、
太
田
前
大
臣
に

一
度
お
会
い
し
た
い
と
い
う
打
診
が
あ
り

ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、

O
八
年
の
橋
下
徹

前
大
阪
府
知
事
誕
生
直
後
か
ら
、

『伊
丹
空

港
廃
止
論
』
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
伊
丹
空
港
の
必
要
性
を
説
明
し

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
危
機
感
が
、

市
長
だ
け
で
な
く
、
豊
中
市
議
会
全
体
に

y
J
1
y
b
J
l
 

員
の
叶

1
R
q
に、

大
阪
府
吹
田
市
在
住

の
夫
妻
か
ら
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
れ

は

「子
ど
も
が
胃
腸
炎
に
な
り
、
相
談
し

ょ
う
と
#
8
0
0
0
に
電
話
を
し
た
が
全

く
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
内
容
だ
っ

た。
こ
の
「
#
8
0
0
0」
と
は
、
毎
日
夜

八
時
か
ら
翌
朝
八
時
ま
で
の
問
、
同
ダ
イ

ヤ
ル
に
電
話
を
か
け
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
病
気
、
怪
我
に
関
す
る
相
談
に
乗
っ
て

も
ら
え
る
も
の
。
公
明
党
の
推
進
で
実
現

し、

O
四
年
か
ら
全
国
で
ス
タ
ー
ト
し
た
事

業
で
、
各
都
道
府
県
が
所
管
し
て
い
る
。

な
ぜ
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
の
か
。
公
明

46 リベラル~イム 2016.1 

太同前国交大臣(中央主)に要望書を手渡す浅利重量中市長(中央右)と

石川参院議員(左端)、中島豊中市論(右端)
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ま
き
た
か

党
の
藤
村
昌
隆
大
阪
府
議
会
議
員
は
語
る
。

「当
時
、

相
談
貝
の
数
は
、

風
邪
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
冬
期
等
の
繁
忙

期
が
三
人
、
そ
れ
以
外
の
通
常
期
は
二
人

と
い
う
体
制
で
し
た
。電
話
は
常
に
鳴
り
つ

ぱ
な
し
の
パ
ン
ク
状
態
で
、

つ
な
が
ら
な

い
と
い
う
苦
情
が
、

実
は
他
に
も
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
」

国
会
議
員
と
も
な
る
と
、
寸
三
件
。
同
に

は
常
に
数
多
く
の
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
る
が
、

割合

60% 

58% 

56% 

54% 

52% 

48% 

46% 

50% 

図:大阪府#8000相談件数の推移
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に
引
き
受
け
、
そ
の
相
談
内
容
や
事
業
内

容
に
よ
り
、
し
か
る
べ
き
府
の
部
署
に
橋

渡
し
を
行
う
の
だ
。
ま
た
、
相
談
を
待
つ

だ
け
で
な
く
、
デ
ス
ク
の
担
当
職
員
の
方

か
ら
も
精
力
的
に
企
業
に
足
を
運
び
、
連

携
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
企
業
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
の
開
拓
が
し
や
す
く
な
り
、
大
阪
府
に

と
っ
て
は
施
策
効
果
の
向
上
、
企
業
活
性

化
に
よ
る
税
収
ア

ッ
プ
も
見
込
め
る
た
め
、

重ぇとま
樫tがさ
善tでに
幸?き「
大るさ.
阪よ守
府う三
議に百
宏かー

議認の
貝 。 関

lま公係
n口問看ー

モ1t築
ー のく

}¥やこ

「さ
ま
ざ
ま
な
政
策
に
取
り
組
む
中
で
、

石
川
参
院
議
員
は
、

吹
田
市
の
夫
妻
か
ら

の
訴
え
を
逃
さ
ず
キ
ャ
ッ
チ
し
た
の
だ
。

石
川
参
院
議
員
は
、

こ
の
夫
妻
に
直
接
電

話
を
し
、

対
応
を
約
束
。
す
ぐ
に
藤
村
府

議
に
連
絡
を
取
り
、

改
善
の
要
望
を
伝
え

た
。
藤
村
府
議
は
、

夫
妻
の
訴
え
の
翌
月

に
は
さ
っ
そ
く
、

府
議
会
で
こ
の
問
題
を

取
り
上
げ
、
電
話
回
線
の
拡
充
を
提
案
。

そ
の
結
果
、

一
三一
年
九
月
末
よ
り
、
通
常

期
で
も
夜
八
時
か
ら
十

一
時
の
三
時
間
は
、

二
人
体
制
を
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ

の
三
時
間
に
回
線
拡
充
が
行
わ
れ
た
の
に

は
理
由
が
あ
る
。実
に
相
談
件
数
の
五

O
%

超
が
、

同
時
間
帯
に
集
中
し
て
い
る
の
だ

(
上
図
参
照
)
。
藤
村
府
議
は
い
う
。

「回
線
拡
充
後
の

一
年
間
で
、
相
談
件
数

が
四
千
件
も
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

毎
月
、
前
年
同
月
を
上
回
る
数
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
談
件
数
が
こ
れ

ほ
ど
ま
で
多
い
背
景
に
は
、
核
家
族
の
増

加
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
時
に
相
談
で
き

る
相
手
が
身
近
に
お
ら
ず
、

子
育
て
世
帯

が
孤
立
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
」

相
談
員
は
、

府
内
の
病
院
に
勤
務
す
る

ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
約
六
十
人
が
交
代
で
担

当
し
て
お
り
、

救
急
車
要
請
が
必
要
か
ど

府
単
独
で
行
う
こ
と
の
限
界
、
民
間
の
力

を
お
借
り
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、

一
四
年
九
月
の
府
議

会
か
ら
、
私
達
公
明
党
は
民
間
企
業
と
の

連
携
の
必
要
性
を
訴
え
、

公
民
戦
略
連
携

デ
ス
ク
の
創
設
を
提
案
し
て
き
た
の
で

す
。
行
政
と
連
携
し
、
諜
題
の
解
決
を
通

じ
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
企
業
は

増
え
て
い
ま
す
。
大
阪
府
は
大
都
市
で
、

社
会
課
題
が
山
積
み
で
す
が
、
そ
の
分
、

企
業
の
数
も
多
い
。
元
気
な
民
間
の
力
を

お
借
り
し
な
が
ら
、
謀
題
解
決
に
当
た
つ

て
い
き
ま
す
」

デ
ス
ク
新
設
か
ら
ま
だ
半
年
ほ
ど
だ

が
、
す
で
に
成
果
は
出
始
め
て
い
る
。
府

の
雇
用
部
門
と
連
携
し
、
大
手
コ
ン
ビ

「セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
」
が
高
齢
者
を
、

大
手
ス
ー
パ
ー

「イ
オ
ン
」
が
若
年
就
職

大阪府『公民戦略連舞デス7Jの担当喰員{左、中央)から

事業の進捗について説明を受ける八重複大阪府機(右)

困
難
者
を
雇
用
す
る
取
り
組
み
を
そ
れ
ぞ

れ
始
め
て
い
る
他
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
四
社

に
よ
る
高
齢
者
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

「り

そ
な
銀
行
」
と
連
携
し
た
府
政
P
R等、

多
様
な
事
業
が
実
現
し
て
い
る
。

背
か
ら

「商
人
の
街
」
と
い
わ
れ
て
き

た
大
阪
の
活
性
化
の
カ
ギ
は
、
民
間
企
業

に
あ
る
よ
、
つ
だ
。
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う
か
を
正
確
に
判
断
で
き
る
た
め
、
不
要

不
急
の
救
急
車
出
動
が
抑
え
ら
れ
て
い
る

と
い
、
っ
。

救
急
車
の
判
断
を
行
う

ま
た
、

だ
け
で
な
く
、

そ
の
場
で
の
適
切
な
対
処

法
も
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
の
で
、
育
児
経

験
が
少
な
い
保
護
者
に
も
安
心
感
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

「
今
後
の
課
題
は
、

相
談
員
の
待
過
を
い

か
に
改
善
す
る
か
。
回
線
の
さ
ら
な
る
拡

充
も
検
討
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
相

談
件
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
件

数
は
、

あ
く
ま
で
電
話
が
つ
な
が
り
相
談

に
至

っ
た
数
で
あ
り
、

そ
の
裏
に
は
、

な
が
ら
な
か
っ
た
ケ
l
ス
が
ま
だ
ま
だ
あ

る
は
ず
で
す
。
国
も
地
方
も
関
係
な
く
、 f#8αlOJの格段Il':点を視察する石川l参院11縄(奥左)と藤村大阪府II(奥右)

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
全
議
員
が

一
丸

と
な
れ
る
の
が
公
明
党
。
そ
の
強
み
を
生

か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
」
(
藤
村
府
議
)

「
全
国
初
」
の
取
り
組
み

一
五
年
四
月
、
大
阪
府
で
全
国
初
の
試

み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
大
阪
府
の
中
に
、

民
間
企
業
と
行
政
を
つ
な
ぐ
新
た
な
部
署
、

「公
民
戦
略
連
携
デ
ス
ク
」
が
開
設
さ
れ

‘，

-nノ
2

・O
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J
汀
V
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ふ
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例
え
ば
、
企
業
が
新
事
業
を
始
め
る
に

あ
た
り
行
政
に
支
援
、

相
談
を
求
め
る
場

合
、
民
開
業
者
に
と
っ
て
は
役
所
の
各
部

署
の
業
務
範
囲
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
あ
る
部
署
に
相
談
し
て
み

て
も
、
所
管
が
違
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。

役
所
は
縦
割
り
の
た
め
、
違
う
部
署
に
改

め
て
柑
談
に
行
け
ば
、

ま
た

一
か
ら
同
じ

説
明
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
民
間
企
業
か
ら
す
れ
ば
、

行
政
と
の
連
携
は

「
ハ
ー
ド
ル
」
が
高
い

の
だ
。

つ

大
阪
府
の
公
民
戦
略
連
携
デ
ス
ク
は
、

そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
大
き
く
下
げ
る
。
同
デ

ス
ク
は
企
業
か
ら
の
最
初
の
相
談
を
一
手

党
内
連
携
で
実
現
し
た
「
地
域
活
性
化
」

石川博崇
公明党参議院議員

大
阪
府
豊
中
市
に
と
っ
て
、
伊
丹
空
港

を
い
か
に
活
用
し
、
街
づ
く
り
を
行
う
か

は
重
要
な
課
題
で
す
。
同
空
港
は
住
宅
地

に
密
接
し
て
お
り
、
か
つ
て
は
離
着
陸
時

の
騒
音
が
大
き
な
問
題
で
し
た
。
低
騒
音

機
の
開
発
や
、
夜
九
時
以
降
の
飛
行
禁
止

措
置
等
に
よ
り
、
住
民
の
皆
様
に
ご
理
解

を
頂
い
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
と
路
線
が
結
ば
れ
て
い
る
伊

丹
空
港
は
、
大
阪
市
の
梅
田
駅
か
ら
近
く
、

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
付
近

に
あ
る
交
通
至
便
な
空
港
で
、
人
・
モ
ノ

の
交
流
が
盛
ん
で
す
。
海
外
か
ら
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
も
増
え
て
お
り
、
外
国
人
観
光

客
に
よ
る
日
本
国
内
の
移
動
も
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
創
生
が
テ
l
マ
と

な
っ
て
い
る
中
、
空
港
は
地
域
同
士
を
結

ぶ
拠
点
と
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

太
田
昭
安
前
大
臣
を
は
じ
め
、
国
土
交
通

省
の
「
地
元
の
願
い
を
大
切
に
し
た
い
」

と
い
う
思
い
が
形
に
な
っ
た
の
が
、
今
回

の
長
距
離
便
増
発
で
す
。
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
完
了
す
れ
ば
、
空
港
周
辺
の
開
発
も

期
待
で
き
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
、
地
元

の
皆
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
無
視
す
る

こ
と
な
く
、
進
め
て
頂
き
た
い
で
す
ね
。

#
8
0
0
0
の
相
談
拠
点
に
は
、
実
際

に
視
察
に
伺
い
ま
し
た
。
夜
八
時
に
受
付

が
始
ま

っ
た
途
端
、
電
話
が
鳴
り
始
め
、

朝
ま
で
鳴
り
っ
ぱ
な
し
と
い
う
状
況
で

す
。
子
ど
も
が
火
傷
を
し
て
し
ま

っ
た
、

階
段
か
ら
落
ち
て
し
ま
っ
た
等
、
さ
ま
ざ

ま
寄
せ
ら
れ
る
相
談
に
対
し
、
ベ
テ
ラ
ン

看
護
師
の
相
談
員
が
適
切
な
対
処
法
を
伝

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

っ
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
け
る
だ
け
で
、
親
御
さ

ん
は
安
心
で
き
ま
す
。
昔
で
あ
れ
ば
、
祖

父
母
や
ご
近
所
さ
ん
に
助
け
を
求
め
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
が
、
核
家
族
化
が
進
み
、

相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
い
こ
と
も
あ

る
。
#
8
0
0
0
は
、
そ
う
し
た
方
達
を

助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
回
線
の
拡
充

は
、
国
会
議
員
だ
け
で
は
実
現
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
地
元
議
員
と
の
連
携
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
可
能
と
な
っ
た
の
で
す
。

大
阪
府
は
中
小
企
業
の
数
が
多
く
、
そ

の
会
社
に
し
か
な
い
技
術
も
、
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
企
業
の
活
性
化
を

後
押
し
す
る
た
め
、
大
阪
府
で
は
全
国
で

も
先
駆
け
て
、
今
地
方
版
ψ

政
労
使
会
議

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
民
間
企
業
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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